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●話題の雑草イネと漏生イネ防除対策！
●石灰窒素を使った注目試験
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石灰窒素 !!



石灰窒素だより No.154（2019.12）

長野県における
雑草イネの発生実態と防除対策、
石灰窒素を組み合わせた新たな防除体系
長野県農業試験場　作物部　主任研究員　青木政晴

■雑草イネとは
　雑草イネは、栽培イネ（ジャポニカ種、インディカ種）
と同種のOriza．Sativaに属し、脱粒性を有し、国内で
は種皮が赤色の赤米が多い。栽培イネ品種のように遺伝
的背景が固定されたものではなく、同一集団（同一圃場
内等）内でも遺伝的背景が多様である。牛木（2007）は、
雑草イネを籾の色、籾先端部や芒の色、稈長、出穂期、脱
粒性、休眠性の違いにより７系統に分類し、細井ら（2013）
は、新たに２系統を報告している。さらに、全ゲノム配
列情報の解析から、雑草イネを３つのグループに分けて
いる（今泉ら・2019）。こうした雑草イネの分類に基づ
く起源が明らかになることは、広域な分布要因の解明、ひ
いては防除につながるものと期待される。
　国内では、７世紀後半から８世紀前半に全国各地で広
く赤米が栽培され（猪谷、小川・2004）、以降、戦後ま
で点在していた。長野県では、1970年代まで一部地域に
残存し、1980年代には一旦終息したが、2000年代から県
下全域での発生が確認されてきた。また、2015年までに
雑草イネの発生が19県で確認され、2000年以前から発
生していた県もあった（農研機構 中央農業研究センタ
ー・2016）。

■水稲作での発生と被害
　雑草イネは、栽培イネと同種のため一般的な水田雑草
と同様な防除では効果が低いこと、一穂のなかでも成熟
した粒から風等の衝撃でこぼれ落ちることから、一旦、侵
入してしまうと根絶しにくい難防除雑草である。また、雑
草イネによる被害として、農業経営上では、①多発によ
る栽培イネの減収（図１）②玄米製品への雑草イネ玄米
の混入による品質低下③雑草イネの発生圃場での防除経
費の増加がある。併せて、雑草イネ発生圃場で作業した
農業機械に付着した土壌とともに種子（図２）が別の圃

場に侵入し、発生源となる。このため、個々の経営、地
域営農の両方にとって大きな問題となる。なお、長野県
では、総合防除対策体制の成果もあり、玄米製品への混
入被害は発生していない。

　前述のとおり、雑草イネ防除には個々の圃場および地
域全体での対策が必須であるため、発生圃場における防
除技術および地域全体での防除対策を組み合わせた総合
防除対策、推進体制の構築が欠かせない。

■雑草イネの発生生態に応じた防除技術
　埋設深度を変えたポット試験において、雑草イネ種子

発生実態

総合防除対策
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図１　現地圃場における雑草イネによる栽培イネの減収
 （長野県・2012を改変）
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図２　水田作業における作業機への雑草イネ籾の付着状況
 （長野農試・2012を改変）


